
心
を
込
め
た
対
応
で

９
割
が
リ
ピ
ー
タ
ー

手荷物運送の大栄運送

学生数は％増の万人
伊勢志摩への学生団体旅行誘致

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
見
込
み
下
回
る

学
誘
委
　


年
度
調
査

５
人
以
上
乗
れ
る
タ
ク
シ
ー

教
育
旅
行
で
の
利
用
を
提
案
長野県観光機構

自
然
学
習
の
提
案
強
化

長
野
県
観
光
機
構
　
全
国
の
中
学
校
に
向
け

阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

経
験
と
教
訓
を
後
世
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

福
島
県
が
全

本
造
成

（１４）第３１４１号 第３種郵便物認可 ２０２２年（令和４年）９月５日（月曜日）

　
千
葉
県
船
橋
市
を
拠
点
に
貨

物
輸
送
事
業
を
全
国
展
開
す
る

大
栄
運
送（
山
本
龍
二
社
長
）。

ト
ラ
ベ
ル
事
業
部
で
は
全
国
約


社
の
運
送
会
社
な
ど
と
提
携

を
結
び
、
全
国
の
旅
行
会
社
各

支
店
か
ら
の
修
学
旅
行
の
手
荷

物
輸
送
領
域
に
新
風
を
吹
き
込

ん
で
い
る
。
同
社
が
大
切
に
し

て
い
る
の
は
「
心
を
込
め
た
対

応
」
。
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ

る
生
徒
を
第
１
に
、
旅
行
会
社

の
教
育
旅
行
担
当
者
に
も
寄
り

添
っ
た
対
応
が
好
評
で
、
発
注

旅
行
会
社
の
約
９
割
が
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

　
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
一
生

に
１
回
の
修
学
旅
行
。
旅
行
を

安
心
し
て
楽
し
む
た
め
に
は
、

出
発
か
ら
帰
宅
後
ま
で
の
確
実

な
手
荷
物
輸
送
が
欠
か
せ
な

い
。
破
損
や
汚
損
、
紛
失
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

な
手
荷
物
輸
送
を
行
え
る
か
ど

う
か
は
、
運
送
会
社
に
か
か
っ

て
い
る
。

　
大
栄
運
送
で
修
学
旅
行
の
手

荷
物
輸
送
を
担
当
す
る
山
本
成

雄
事
業
部
長
が
こ
だ
わ
る
の
は

「
心
を
込
め
た
対
応
と
現
場
第

一
主
義
」
だ
。
宿
泊
先
で
の
手

荷
物
の
積
み
下
ろ
し
な
ど
に
も

日
程
の
合
う
限
り
立
ち
会
い
、

ド
ラ
イ
バ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。現
場
に
立
ち
会
う
こ
と
は
、

情
報
収
集
に
加
え
、
ド
ラ
イ
バ

ー
や
提
携
運
送
会
社
、
旅
行
会

社
の
教
育
旅
行
担
当
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
と

信
頼
関
係
の
醸
成
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
「
生
徒
の
皆
さ
ん
の

荷
物
に
は
魂
が
入
っ
て
い
る
と

思
っ
て
、
ど
の
場
面
で
も
心
を

込
め
て
対
応
し
て
い
る
。
大
切

な
荷
物
を
扱
う
だ
け
に
、
顔
が

見
え
る
関
係
性
が
大
切
」
と
山

本
部
長
。

　
新
幹
線
か
ら
の
乗
り
換
え
時

の
手
荷
物
の
受
け
渡
し
場
所
な

ど
に
つ
い
て
も
、
下
見
や
最
新

情
報
に
基
づ
く
導
線
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
怠
ら
な
い
。
安

全
か
つ
迅
速
に
受
け
渡
し
が
で

き
る
よ
う
入
念
に
準
備
し
て
い

る
。

　
あ
る
大
手
旅
行
会
社
の
教
育

旅
行
担
当
者
は
、
自
身
の
担
当

す
る
修
学
旅
行
で
大
栄
運
送
を

新
規
に
利
用
。
ソ
フ
ト
面
の
サ

ー
ビ
ス
の
良
さ
に
好
感
を
持
っ

た
と
い
う
。
旅
行
１
週
間
前
の

集
荷
時
間
の
変
更
や
旅
行
先
で

の
急
な
伝
票
手
配
な
ど
大
手
運

送
会
社
で
は
難
し
い
件
に
も
大

栄
運
送
は
快
く
対
応
。
手
荷
物

の
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
へ
の

配
送
に
つ
い
て
も
進
捗

し
ん
ち
ょ
く

状
況

や
完
了
報
告
な
ど
が
送
付
さ

れ
、
「
細
か
く
報
告
が
入
り
大

変
安
心
感
が
あ
っ
た
。
こ
ち
ら

が
『
難
し
い
か
な
』
と
思
う
よ

う
な
相
談
に
も
対
応
し
て
く
れ

て
助
か
っ
た
部
分
も
多
い
。
秋

以
降
も
頼
も
う
か
と
考
え
て
い

る
」
と
話
す
。

　
山
本
社
長
は
「
１
度
利
用
い

た
だ
け
れ
ば
他
社
と
の
違
い
を

実
感
し
て
も
ら
え
る
は
ず
。
ぜ

ひ
見
積
も
り
を
取
っ
て
み
て
ほ

し
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
社
営
業

（
山
本
成
雄
）
☎
０
９
０
（
４

２
７
１
）
９
１
９
３
、
Ｅ
メ
ー

ルsales@daieitransport.com

ま

で
。

　
伊
勢
志
摩
学
生
団
体
誘
致
委
員
会
（
学
誘
委
）

は
こ
の
ほ
ど
、
「

年
度
学
生
団
体
旅
行
誘
致
実

績
調
査
」
の
結
果
を
発
表
し
た
。
学
校
数
で
前
年

比

・
３
％
増
の
１
１
８
１
校
、
学
生
数
で

・

９
％
増
の

万
６
９
４
０
人
だ
っ
た
。

伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
探
検
ツ
ア
ー

伊勢志摩教育旅行モデル
コース（表紙）

　
福
島
県
は
８
月

日
、
県

内
の
教
育
旅
行
を
通
じ
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
べ
る

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探
究
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
全

本
造
成
し
た
と

発
表
し
た
。
児
童
、
生
徒
に

学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
や
考
え

て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
分
か

り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
、
見

学
や
体
験
の
構
成
を
組
み
立

て
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
、

「
尾
瀬
国
立
公
園
ハ
イ
キ
ン

グ
で
学
ぶ
～
自
然
環
境
保
護

と
持
続
可
能
な
観
光
～
」
で

は
、
尾
瀬
国
立
公
園
の
成
り

立
ち
を
は
じ
め
、
観
光
客
に

よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
自
然

環
境
の
変
化
や
持
続
可
能
な

尾
瀬
の
自
然
を
守
る
た
め
の

ル
ー
ル
を
ガ
イ
ド
か
ら
学

習
。
自
然
保
護
と
持
続
可
能

な
利
用
の
両
立
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
国
立
公
園

の
観
光
と
、
自
然
に
負
荷
を

か
け
な
い
暮
ら
し
方
に
つ
い

て
考
え
る
。

　
尾
瀬
国
立
公
園
は
、
貴
重

な
高
山
植
物
の
宝
庫
と
し
て

多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
て

い
る
。
日
本
最
大
の
山
岳
湿

地
で
あ
る
「
尾
瀬
ヶ
原
・
尾

瀬
沼
」
は
、
湿
原
の
中
に
木

道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
ニ
ッ
コ
ウ
キ

ス
ゲ
等
を
観
賞
し
な
が
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
が
楽
し
め
る
。

「
に
げ
よ
う
」ス
ー
パ
ー
台
風

西
３
階
「
震
災
資
料
展
示
」

東
３
階
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
（
住
居
）
」

ジャンボタクシー

　
長
野
県
観
光
機
構
は
、
全

国
の
中
学
校
に
向
け
て
「
自

然
学
習
」
の
提
案
を
強
化
し

て
い
る
。
特
徴
は
、
長
野
県

に
あ
る
五
つ
の
国
立
公
園
を

舞
台
に
し
た
自
然
保
護
、
環

境
保
全
を
考
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て

い
る
点
で
、
そ
の
狙
い
は

「
生
徒
が
自
然
の
大
切
さ
に

気
づ
き
、
か
つ
、
自
然
保
護

と
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識

を
高
め
る
こ
と
」と
同
機
構
。

ま
た
、
「
自
然
が
与
え
る
恵

み
は
、
都
市
生
活
と
密
接
に

か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
へ
の

理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と

話
す
。

　
現
地
で
行
う
自
然
保
護
、

環
境
保
全
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
作
業
内
容
は
、
「
外
来
種

駆
除
」
「
登
山
道
の
整
備
」

な
ど
。
併
せ
て
、
環
境
省
職

員
に
よ
る
国
立
公
園
に
つ
い

て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
も
受
け
ら

れ
る
。

　
環
境
省
職
員
に
よ
る
事
前

学
習
へ
の
参
加
も
都
合
が
つ

け
ば
可
能
で
、
そ
の
内
容
は

①
国
立
公
園
レ
ク
チ
ャ
ー
②

野
生
動
物
保
護
、
対
策
な
ど

の
レ
ク
チ
ャ
ー
③
ジ
ビ
エ
料

理
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
観
点
―
な

ど
。
ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
質

疑
応
答
に
も
対
応
す
る
。

　
併
せ
て
、
「
自
分
た
ち
が

で
き
る
自
然
保
護
、
環
境
保

全
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
発
表

会
を
行
う
事
後
学
習
も
提
案

し
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
長
野

県
観
光
機
構
パ
ブ
リ
ッ
ク
事

業
部
☎
０
２
６
（
２
１
９
）

５
２
７
４
。

自
然
学
習
の
イ
メ
ー
ジ

　
同
委
員
会
が

年
９
月
に

実
施
し
た
調
査
で
は

万
人

強
の
見
込
み
だ
っ
た
が
、
流

行
の
波
を
繰
り
返
す
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
１
～
３
月
に

予
定
さ
れ
て
い
た
高
校
な
ど

が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、
最

終
的
に
は

万
人
強
と
な
っ

た
。

　
学
校
別
の
割
合
は
、
小
学

校

％
、
中
学
校

％
、
高

校

％
。県
内
外
の
比
率
は
、

三
重
県
内

％
、
同
県
外


％
で
、
こ
れ
は

年
度
と
ほ

ぼ
同
比
率
だ
っ
た
。

　
都
道
府
県
別
内
訳
で
は
、

大
阪
が
３
４
６
校
・
２
万
８

５
２
８
人
、
三
重
が
３
４
５

校
・
２
万
８
１
１
３
人
で
、

全
体
校
数
の

・
５
％
、
全

体
人
数
の

・
９
％
を
２
府

県
が
占
め
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

近
隣
県
へ
の
教
育
旅
行
実
施

が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
数
字

上
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
学

誘
委
で
は
「

年
度
も
三
重

県
の
補
助
事
業
が
継
続
さ
れ

て
お
り
、
県
内
学
校
の
来
訪

継
続
が
見
込
ま
れ
る
」
と
分

析
し
て
い
る
。

　
学
誘
委
は
、
三
重
県
、
伊

勢
志
摩
地
域
の
３
市
１
町

（
伊
勢
市
、
鳥
羽
市
、
志
摩

市
、
南
伊
勢
町
）
、
観
光
協

会
、商
工
会
議
所
、商
工
会
、

宿
泊
施
設
、
観
光
施
設
、
交

通
事
業
者
、
旅
行
会
社
な
ど


団
体
で
構
成
。
国
内
外
か

ら
の
学
生
団
体
旅
行
な
ど
を

伊
勢
志
摩
地
域
へ
誘
致
す
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
。

　
学
誘
委
の
提
案
す
る
教
育

旅
行
の
学
習
テ
ー
マ
は
「
自

然
・
歴
史
・
文
化
か
ら
学
ぶ
、

美
し
国
環
境
学
習
」。伊
勢
志

摩
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機

構
公
式
サ
イ
ト
「
伊
勢
志
摩

観
光
ナ
ビ（https://www.ise

shima-kanko.jp/gakuyu

）
」

内
で
教
育
旅
行
団
体
向
け
の

各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し

て
い
る
。
「
伊
勢
志
摩
教
育

旅
行
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
「
伊
勢
志
摩
教
育
旅
行

モ
デ
ル
コ
ー
ス
」
と
い
っ
た

各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
無
料

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

　
教
育
旅
行
向
け
の
最
新
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ミ
キ

モ
ト
真
珠
島
で
行
う
「
真
珠

成
分
入
り
の
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
作
り
（

～

分
、
１
人

１
６
０
０
円
）
」
、
カ
ー
フ

ェ
リ
ー
の
操
舵

そ
う
だ

室
や
機
関
室

・
船
内
居
住
区
な
ど
を
見
学

で
き
る
「
探
検
ツ
ア
ー
ｉ
ｎ

伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
（
見
学


分
・
昼
食

分
、
１
人
１
６

０
０
円
）
」
、
イ
ル
カ
飼
育

員
に
よ
る
ト
ー
ク
と
、
イ
ル

カ
と
の
触
れ
合
い
体
験
が
で

き
る
「
飼
育
員
ト
ー
ク
＆
イ

ル
カ
ワ
ン
タ
ッ
チ
体
験
（
遊

覧
船

分
・
体
験

分
、
１

人
１
４
０
０
円
）
」
な
ど
を

提
案
し
て
い
る
。

　
事
前
・
現
地
・
事
後
学
習

の
３
部
で
構
成
す
る
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
漂
着
ご
み
か
ら

考
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
で
は
、

鳥
羽
湾
で
の
漂
着
ご
み
の
実

態
や
、
そ
れ
ら
が
も
た
ら
す

影
響
に
つ
い
て
学
び
、
生
徒

た
ち
の
環
境
問
題
へ
の
意
識

を
高
め
る
。事
前
学
習
で
は
、

動
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
鳥
羽

湾
や
答
志
島
（
桃
取
地
区
）

の
漁
業
や
漂
着
ご
み
の
現
状

を
学
習
。
現
地
学
習
で
は
答

志
島
で
半
日
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
。
奈
佐
の

浜
で
の
清
掃
活
動
を
通
し

て
、
漂
着
ご
み
の
実
態
を
調

査
す
る
。
事
後
学
習
で
は
、

地
元
の
漁
師
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
交
流
。
現
地
で
の
体
験
学

習
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
を

伝
え
た
り
、
今
後
漂
着
ご
み

を
減
ら
す
た
め
に
考
え
た
こ

と
を
提
案
し
た
り
す
る
。

　
長
野
県
観
光
機
構
は
、
５

人
以
上
の
乗
車
が
可
能
な

「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
」
を

利
用
し
た
教
育
旅
行
を
提
案

し
て
い
る
。
長
野
市
（
長
野

駅
ま
た
は
宿
泊
施
設
）
出
発

・
到
着
に
利
用

で
き
４
ク
ラ

ス
、

台
ま
で

に
対
応
。
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ク
シ
ー

の
最
大
乗
車
人

数
は
９
人
と
な

っ
て
い
る
。

　
同
機
構
が
ジ

ャ
ン
ボ
タ
ク
シ

ー
利
用
を
薦
め

る
理
由
は
①
班

別
で
行
動
で
き

る
②
小
回
り
が
利
く
た
め
観

光
バ
ス
が
行
け
な
い
場
所
に

行
け
る
③
生
徒
自
ら
に
よ
る

コ
ー
ス
設
定
が
可
能
―
な

ど
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
運
賃

を
半
額
に
で
き
る
観
光
ル
ー

ト
別
運
賃
を
自
ら
に
適
用
す

る
た
め
、
コ
ー
ス
設
定
、
運

賃
計
算
な
ど
を
行
い
、
申
請

書
を
作
成
し
、
機
構
が
内
容

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
タ
ク
シ
ー

会
社
が
実
際
に
申
請
を
行
う

と
い
う
新
し
い
事
前
学
習
が

で
き
る
。
行
程
を
考
え
る
楽

し
み
、
訪
れ
る
観
光
地
へ
の

興
味
が
持
て
る
点
が
特
徴
。

　
長
野
県
は
、
観
光
地
が
豊

富
で
組
み
合
わ
せ
パ
タ
ー
ン

は
無
限
で
、
産
業
観
光
を
組

み
入
れ
る
こ
と
も
可
能
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
長
野
県

観
光
機
構
パ
ブ
リ
ッ
ク
事
業

部
☎
０
２
６
（
２
１
９
）
５

２
７
４
。

　
神
戸
市
に
あ
る
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
記
念
　
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ
Ｒ

Ｉ
）
」
は
、
そ
の
名
称
の
通

り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

経
験
と
教
訓
、
防
災
・
減
災

の
大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
２
０
０
２
年
に
開
設
。

今
年
、

周
年
を
迎
え
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生

の
瞬
間
を
再
現
し
た
「
５
・


の
衝
撃
（
１
・

シ
ア
タ

ー
）
」
な
ど
の
映
像
上
映
に

加
え
、
被
災
者
か
ら
提
供
さ

れ
た
実
物
の
震
災
資
料
の
展

示
を
行
っ
て
い
る
。併
せ
て
、

震
災
を
体
験
し
た
語
り
部
と

の
触
れ
合
い
も
で
き
、
貴
重

な
防
災
学
習
が
行
え
る
。
そ

の
た
め
、
教
育
旅
行
先
と
し

て
の
評
価
が
高
い
災
害
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
だ
。

　
昨
年
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
東
館
３
階
の

「
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
」
で
は
、
３
６

０
度
に
広
が
る
Ｖ
Ｒ
仮
想
現

実
の
ゴ
ー
グ
ル
を
着
用
し
、

災
害
に
直
面
し
た
か
の
よ
う

な
驚
異
を
疑
似
体
験
で
き
る

「
ハ
ザ
ー
ド
Ｖ
Ｒ
ポ
ー
ト
」

や
、
リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ
た

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
、
災
害
時
の
避
難
行
動
が

体
験
で
き
る
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
」
な
ど
を
設
け
た
。

体
験
型
を
重
視
し
た
、
災
害

時
に
ど
う
行
動
す
る
べ
き
か

を
実
感
で
き
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
上

映
を
開
始
し
た「
逃
げ
よ
う
、


大
切
な
命
を
守
る
た
め
に


」
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
と

し
て
お
よ
そ

年
ぶ
り
に
更

新
さ
れ
た
も
の
。
災
害
に
遭
遇
し
た
際
に
、
命
を
守
る
た

め
に
ど
う
行
動
す
べ
き
か
を

観
て
い
る
人
に
問
い
か
け
る

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
「
語

り
」
を
人
気
声
優
の
下
野
紘

氏
が
担
当
し
て
い
る
。
東
日

本
大
震
災
な
ど
の
実
際
の
自

然
災
害
の
映
像
に
加
え
、
Ｃ

Ｇ
な
ど
も
採
用
し
、
迫
力
の

あ
る
映
像
に
仕
上
げ
た
。

　
東
館
１
階
「
こ
こ
ろ
の
シ

ア
タ
ー
」
で
毎
日

分
ご
と

に
上
映
。
自
ら
の
防
災
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
る
き
っ
か

け
と
し
た
い
。


